
■期　　日 9月～10月中旬の間で団体毎に設定をします。
■実施場所 各団体が希望する市内の河川や市道など
■参加資格 市内の行政区、地域づくりグループ、老人クラブ、女性団体、子ども会、企業・事業所、
 小・中学校などボランティアとしてご参加いただける団体。

■申込方法 団体名、代表者名、連絡先、播種時期、播種場所、面積、種子の希望量を7月9日（金）までに企画課
までお知らせください。（電話・ＦＡＸ可） ※7月下旬から現地確認を行い、その時に種子をお渡しします。

■そ の 他 実施場所の制限、種子の配布方法など詳しくはお問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ】 企画課地域振興班　☎0978－72－5161　ＦＡＸ0978－72－1822

農政課 農業振興班 ☎0978-72-5167（内線253） 国見総合支所 地域産業課 ☎0978-83-1113
武蔵総合支所 地域産業課 ☎0978-68-1115 安岐総合支所 地域産業課 ☎0978-67-1116

■対象農用地 一定の傾斜基準を満たす農振農用地区域内の農地で１ha以上の一団の農用地

■対　象　者 集落協定書を作成し、5年間以上継続して農業生産活動を行なう農業者等

■期　　　間 平成22年4月から平成27年3月の5年間

 なお、初年度の集落協定書の提出期限は平成22年8月31日（火）です。

■第3期対策
　の　主　な
　変　更　点

■交 付 単 価
 

・10割単価要件に集団的サポート型が新設
・小規模・高齢化集落支援加算の新設
・一団の農用地要件の緩和
・免責事由の追加

問い合わせ

（10aあたり）

中山間地域等直接支払制度　第3期対策がスタートします

「菜の花いっぱい運動」
　　参加団体を募集します
「菜の花いっぱい運動」
　　参加団体を募集します
市花「菜の花」を蒔いて、国東市を訪れる皆さんに菜の花

いっぱいのくにさきをアピールしましょう。この運動にご協

力いただける皆さんを次のとおり募集いたします。

　中山間地域等直接支払制度とは、中山間地域など農業生産条件が不利な地域において、5年間以上農
業を続けることを約束した農業者の方々に対して交付金を交付する制度です。
　平成22年度から第3期対策がスタートします。２期対策に比べ一部要件等の見直しを行い高齢者の方
にも取り組みやすい内容に変更されています。

　当制度につきまして説明会を開催します。日時・会場等については、第2期対策に参加されている集落の代表者
様宛に別途通知しています。
　また、新たに取り組まれる集落の方は個別に対応させていただきますので、7月15日（木）までにご連絡ください。
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梅雨どきを控え災害対策は万全ですか？梅雨どきを控え災害対策は万全ですか？

雨に注意しましょう

大雨や強風などによる災害から身を守り、災害による被害を最小限に食い止めるに
は、日ごろから準備をしておくことが大切です。
最新の気象情報に注意を払う習慣を身につけるとともに、家庭や地域で非常時の避
難場所や非常持ち出し品を確認して災害に備えましょう。また、不安や危険を感じたら
早めに避難しましょう。

台風や梅雨時期の集中豪雨などによる風水害の多発期を前に、5月28日（金）午前9時から、市内
の災害危険地域の防災パトロールが行われました。パトロールには市役所・県東部振興局・県国東
土木事務所・消防団・自衛隊・国東警察署・市消防本部などから関係者約40人が参加し、土砂崩れの
恐れがある斜面など5カ所の現地調査を行いました。
それぞれの現地では、市や県の職員から各危険箇所の現状や今後の対策についての説明がされ、
入念に現状の確認を行いました。現地調査後行われた判定会議では、4カ所を新規に危険箇所に指
定し、今後の対応策について協議しました。

土砂災害の多くは雨が原因で起こります。長雨や大雨で危険だと思ったら、早めに避難しましょ
う。1時間に20ミリ以上、または降り始めてから100ミリ以上の降雨量になったら、十分な注意が必
要です。

逃げ方を覚えましょう
土石流は速度が速いため、流れを背にして逃げたのでは追いつかれてしまいます。土砂の流れる

方向に対して直角に逃げるようにしましょう。

避難場所を決めておきましょう
日ごろから家族全員で避難場所や避難する道順を決めておきましょう。災害が起きた時、家族全
員が一緒にいるとは限りません。そんな時でもあらかじめ避難場所を決めておけば安心です。
市内の避難場所については、次のページに掲載しています。

災害に備えて防災パトロール災害に備えて防災パトロール

今年度、新規に指定された危険箇所
危険箇所名 地　区

東中川

中岐部川

影川

読川上池

国見町中

国見町岐部

国見町大熊毛

国東町重藤

予想被害名

土石流

土石流

土石流

水害
▲市内の危険箇所を調査する関係者
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